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町
民
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か

に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
町
長
に
就
任
し
て

４
年
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
民
間
の
経
営
理
念
の

も
と
組
織
を
見
直
す
な
ど
、
簡
素

で
効
率
的
な
行
政
経
営
と
町
民
満

足
度
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

ま
た
、
職
員
の
意
識
改
革
と
行

財
政
改
革
を
進
め
、
着
実
な
財
政

力
の
向
上
を
図
る
中
で
、
さ
ら
な

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
、
節
減
し
た
予
算
を
活
用
し

子
育
て
支
援
や
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
な
ど
、
新
た
な
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
で
は
、
大
室
台
小

学
校
に
つ
づ
き
、
酒
々
井
小
学
校

で
も
学
童
保
育
「
酒
々
井
小
学
校

し
す
い
っ
子
ク
ラ
ブ
」
を
開
設
、

ま
た
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
は
、

町
独
自
施
策
と
し
て
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
所
得
制
限
は
導
入
せ
ず
、
医

療
機
関
に
支
払
う
自
己
負
担
金
も

従
来
ど
お
り
の
１
回
２
０
０
円
と

し
て
、
子
育
て
支
援
体
制
の
拡
充

を
図
り
ま
し
た
。

安
全
・
安
心
の
推
進
で
は
、
総

務
課
に
「
危
機
管
理
室
」
を
設
置
、

災
害
に
備
え
る
体
制
づ
く
り
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
酒
々
井

駅
東
口
に
「
駅
前
交
流
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
施

設
は
住
民
の
自
主
的
な
防
犯
活
動

や
人
々
の
交
流
を
通
じ
情
報
交
換

等
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
な
ど
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
寄
与
す
る

も
の
で
す
。

健
康
施
策
の
推
進
で
は
、
生
活

習
慣
病
予
防
や
食
育
推
進
を
図
る

た
め
、
身
近
な
食
材
を
用
い
た
料

理
講
習
会
、
食
育
絵
本
の
作
成
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
予
防
教
室
、
健
康

と
栄
養
の
教
室
等
の
開
催
、
ち
び

っ
こ
天
国
指
定
管
理
者
に
よ
る

「
健
康
ひ
ろ
ば
」
の
開
設
な
ど
健

康
づ
く
り
事
業
の
推
進
に
努
め
ま

し
た
。

住
民
協
働
の
推
進
で
は
、
住
民

協
働
課
を
設
置
、
役
場
西
庁
舎
に

情
報
交
換
の
場
や
交
流
の
場
と
し

て
住
民
交
流
サ
ロ
ン
「
井
戸
端
」

の
設
置
や
公
民
館
に
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
の
設
置
、
さ
ら
に
住
民

公
益
活
動
補
助
金
制
度
を
創
設
し
、

住
民
活
動
を
支
援
い
た
し
ま
し
た
。

教
育
面
で
は
、
小
中
学
校
の
児

童
生
徒
へ
の
教
育
効
果
を
期
待
し

て
、
教
職
員
提
案
に
よ
る
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
支
援
す
る
補
助
金

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
に

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
、
本
佐
倉

城
跡
国
史
跡
指
定
10
周
年
記
念
講

演
会
や
史
跡
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
特

に
史
跡
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
朝
市

ま
つ
り
と
の
同
時
開
催
や
地
元
の

皆
様
に
よ
る
「
お
も
て
な
し
」
に

よ
り
、
町
内
外
か
ら
総
勢
５
５
５

人
の
参
加
が
あ
り
盛
況
に
実
施
で

き
ま
し
た
。
関
係
者
皆
様
方
の
ご

協
力
に
対
し
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
10
月
末
に
は
首
都
圏

最
大
級
の
「
し
す
い
の
森
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
」
が
墨
地
区
に
開
設
さ

れ
、
地
元
農
家
に
よ
る
産
直
販
売

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
町
外
か
ら
の

集
客
に
よ
り
地
域
活
性
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

酒
々
井
小
学
校
の
創
立
１
０
０

周
年
を
記
念
し
屋
内
運
動
場
の
建

設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
ま
た
、

今
後
３
年
間
で
小
中
学
校
の
耐
震
化

工
事
を
完
了
さ
せ
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
央
・
岩
橋
両
保
育

園
で
の
一
時
保
育
を
開
始
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
で
は
、「
心
と
身
体

の
健
康
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

心
の
健
康
づ
く
り
は
、
介
護
者

の
精
神
的
、
身
体
的
ケ
ア
を
目
指

し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
）

を
図
る
な
ど
、
介
護
者
を
支
援
す

る
「
交
流
の
場
」
を
保
健
セ
ン
タ

ー
に
設
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
県
が
進
め
る
「
地
域
福

祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
参
考
に
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ

め
と
し
て
地
域
づ
く
り
の
主
体
と

な
る
様
々
な
団
体
、
個
人
が
集
う

（
仮
）「
酒
々
井
町
地
域
福
祉
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

こ
れ
ら
各
種
施
策
の
推
進
に
よ

り
、
地
域
に
住
む
一
人
ひ
と
り
が

地
域
住
民
と
し
て
の
つ
な
が
り
を

持
ち
、
支
え
合
い
・
助
け
合
う
地

域
社
会
を
再
構
築
し
、「
高
齢
化

社
会
を
迎
え
て
も
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
・
町
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
は
町
制
施
行
１

２
０
周
年
を
迎
え
ま
す
の
で
、
簡

素
な
が
ら
も
記
念
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
町
政
に
対
し
ま
し
て

皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
す
ば
ら
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

酒々井町長

小 坂 泰 久
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